
  

 

 

 

 

「重なり、つながる支援の実践に向けて」 

 

 

日  時 ： 令和 5年１１月 16日(木) 13：15～15：45 

会  場 ： 仙台市福祉プラザ 2階 ふれあいホール 

 

 

主 催 ： 社会福祉法人仙台市社会福祉協議会、仙台市 

共 催 ： 仙台市地域包括支援センター連絡協議会 

後  援  ： 仙台市連合町内会長会、仙台市民生委員児童委員協議会、日本赤十字社宮城県支部仙台

市地区本部、仙台市共同募金委員会、仙台市老人福祉施設協議会、仙台市知的障害者関係

団体連絡協議会、社会福祉法人仙台市手をつなぐ育成会、社会福祉法人仙台市障害者福祉協

会、特定非営利活動法人仙台市精神保健福祉団体連絡協議会、特定非営利活動法人せんだ

い・みやぎ NPO センター、社会福祉法人宮城県社会福祉協議会、一般社団法人宮城県社会福

祉士会、仙台商工会議所、公益社団法人仙台青年会議所 

  



 



目    次 
 

 

行政説明 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

「つながる支援 仙台市の重層的支援体制整備事業について」 

   仙台市健康福祉局地域福祉部社会課 課長 斎藤 千秋 氏 

 

基調講演 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9 

「人と人がつながる、これからの地域づくりに向けて」 

東北福祉大学 総合福祉学部 教授 都築 光一 氏 

 

パネルディスカッション ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 21 

「つながりを絶やさない支援のかたち」 

パネリスト 

  中田西部地区民生委員児童委員協議会  会長 伊藤 正之 氏 

  特定非営利活動法人 全国コミュニティライフサポートセンター（CLC） 

   地域ケア実践モデルプロジェクト参事 

兼 地域生活支援拠点担当チーム長 高橋 正佳 氏 

 仙台市地域包括支援センター連絡協議会 会長 伊丹 さち子 氏 

 社会福祉法人仙台市社会福祉協議会 

事務局次長 兼 地域福祉部長 岩渕 徳光 

 コーディネーター  

東北福祉大学 総合福祉学部 教授 都築 光一 氏 

 

   

参考資料 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 24 

 

開催要綱 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 46 



プ ロ グ ラ ム 

テーマ 「重なり、つながる支援の実践に向けて」 

１． 開  会 【13：15～】 

２． 行政説明 【13：25～】 

 「つながる支援  仙台市の重層的支援体制整備事業について」 

説明者  

仙台市健康福祉局地域福祉部社会課 課長 斎藤 千秋 氏 

３． 基調講演 【13：35～】 

    「人と人がつながる、これからの地域づくりに向けて」  

講 師 

東北福祉大学 総合福祉学部 教授 都築 光一 氏 

休 憩 

４． パネルディスカッション 【14：35～】 

「つながりを絶やさない支援のかたち」  

パネリスト 

  中田西部地区民生委員児童委員協議会  会長 伊藤 正之 氏 

  特定非営利活動法人 全国コミュニティライフサポートセンター（CLC） 

   地域ケア実践モデルプロジェクト参事 

兼 地域生活支援拠点担当チーム長 高橋 正佳 氏 

 仙台市地域包括支援センター連絡協議会 会長 伊丹 さち子 氏 

 社会福祉法人仙台市社会福祉協議会 

事務局次長 兼 地域福祉部長 岩渕 徳光 

コーディネーター 

東北福祉大学 総合福祉学部 教授 都築 光一 氏 

５． 閉  会 【15：45】 

＜ご来場の皆様へのお願い＞ 

・ホール内は飲食禁止です。ご飲食はホワイエでお願いします。また、ごみの持ち帰りにご協力ください。 

・喫煙は1階庭園東側、指定の場所でお願いします。 

・災害時は係員が誘導いたしますので、指示に従っていただきますようお願いします。 

・携帯電話は、電源をお切りいただくか、マナーモードに設定していただきますようお願いします。 

・来場の皆様による会場内の写真撮影はご遠慮ください。特に登壇者の発表スライド等、個人情報が含まれる場合がござい

ます。ご理解のほどよろしくお願いします。 

・本会では会場内の撮影を行っております。撮影したものにつきましては、本会広報等に使用する場合がございますことを

予めご了承ください。 

・会場内外で発生した事故・盗難等につきましては、主催者・会場・出演者は一切の責任を負いません。自己の責任の上管

理いただきますようお願いします。特に不特定多数の方が入場いたします会場内での貴重品等の管理には、十分ご注意く

ださいますようお願いします。 

 



行政説明 
「つながる支援 仙台市の重層的支援体制整備事業について」 

説明者  

仙台市健康福祉局地域福祉部社会課 課長 斎藤 千秋 氏 

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            



 



つながる支援

仙台市の重層的支援体制整備事業について

～人と人とがつながり合い、つながり続ける地域社会の実現を目指して～

令和５年１１月１６日

仙台市健康福祉局社会課

目次

１．重層的支援体制整備事業とは

（１）事業の背景

（２）事業の枠組み

２．仙台市の重層的支援体制整備事業

（１）事業の内容

（２）仙台市の基本方針

（３）「つながる会議」の展開

３．まとめ
１



１．重層的支援体制整備事業とは

・令和３年４月の社会福祉法改正により創設された事業。
・従来、日本の福祉制度は属性別、対象者の抱える課題別の制度による専門的支援の提供
→個人や世帯が抱える課題が複雑化・多様化
→制度・分野ごとの「縦割り」や支える側・支えられる側という従来の関係を超えて、人と人、人と社会が
つながり合う取り組みが生まれやすい環境づくりの必要性 ⇒国において「重層的支援体制整備事業」を創設

（１）事業の背景

２

（２）事業の枠組み

地域住民の複雑化・複合化した支援ニーズに対応する包括的な支援体制を構築するため、市町村において以下
３つの支援を一体的に実施。

①高齢者や障害者といった本人や世帯の属性を問わない相談支援
②就労や居住支援等による社会とのつながりを回復する参加支援
③地域社会からの孤立を防ぎ、交流や活躍の機会を生み出す地域づくりに向けた支援

さらに、これら３つの支援を一層効果的・円滑に実施するため、以下２つの機能を強化。

④支援が届いていない人を把握し、支援を届けるアウトリーチ等を通じた継続的支援
⑤複雑化・複合化した事例について整理・調整・役割分担等を行う多機関協働による支援

（１）事業の内容

２．仙台市の重層的支援体制整備事業

３

①包括的相談支援事業
・地域包括支援センター
・基幹相談支援センター
・障害者相談支援事業所
・子育て支援専門相談
・発達相談
・わんすてっぷ など

③地域づくり事業
・第１層生活支援コーディネーター
・障害者小規模地域活動センター
・児童厚生施設
・公立保育所子育て支援
・小地域福祉ネットワーク推進 など

②参加支援事業・・・「ひなたぼっこ」（ＮＰＯ法人全国コミュニティライフサポートセンター）
の２４時間緊急受け入れ

④多機関協働事業 仙台市社会福祉協議会の
⑤アウトリーチ等を通じた継続的支援事業 コミュニティ・ソーシャル・ワーカー配置

すべて従来から実施していた事業を「重層的支援体制整備事業」として位置づけたもの。
⇒では、新しい取り組みとは？

仙台市では、令和５年度から重層的支援体制整備事業を実施。



（２）仙台市の基本方針

４

孤立させない
つながる支援

１ 保健福祉センターを中心とした支援体制の充実・強化

２ つながり検討の場の設置

３ 「つながる」支援の実施

様々な理由で福祉サービスなど公的支援が届きにくい人に対し、保健福祉
センターが市社協ＣＳＷ（コミュニティ・ソーシャル・ワーカー）と連携し、関係
機関や地域資源（※）と連動した幅広な支援を検討する。

「つながる会議」を用いて、「公的支援×地域資源」によるケース支援・
見守りの体制を考える。

ＣＳＷなどの支援者が、実際に足を運び（アウトリーチ）、関係者とのつな
がりをつくる中で、孤立化を防ぐ。

※「地域資源」：ここでは、地域の支援者の方々（民生委員児童委員、地区社協、ボランティ
ア、ＮＰＯなど）・地域の活動、支援の場や取り組み（見守り活動、サロンなど）をいいます

参考：問題の困難化・再困難化を防ぐイメージ

５



「つながる会議」

※仙台市では、下記の２つの会議を「つながる会議」と総称。

１ 支援会議（根拠：社会福祉法第106条の6）

市町村が支援関係機関等を招集して開催し、ケースの支援に関する検討を行う会議。会議参加者に
は守秘義務が課されるため、本人の同意がなくとも個人情報の共有が可能。

２ 重層的支援会議（根拠：重層的支援体制整備事業実施要綱）

多機関協働事業者である市社協ＣＳＷが「本人から個人情報共有の同意を受けて」開催する会議。
ＣＳＷが本人の意思を踏まえた支援プランを作成。

（３）「つながる会議」の展開

６

・各区保健福祉センター（総合支所も含む）の関係各課、市社会福祉協議会のＣＳＷ、その他ケース
の課題に応じ、当事者をとりまく関係機関（地域包括支援センター、障害者相談支援事業所、わん
すてっぷ、ひなたぼっこなど）が参加。
・関係者で本人、世帯の情報共有を行いながら、課題の解きほぐしや支援のあり方について検討
（令和５年度は各区においてモデル的に２事例を取り上げ実施中）

参考：具体的な取り組み事例

【世帯構成】 
◎ 世帯主Ｙさん（４０代女性）
□ 長男（中学生）、□ 次男（特別支援学校小学部）

■前夫とはDVを理由に離婚。
 Yさんは世帯の生計を立てながら、重い自閉症と知的障害の
 ある次男を含む2人の子を育てている。

■次男の生活リズムが整わず、しばしば登校の送迎バスに乗れ
 ないことがある。Ｙさんが送迎せざるを得ないことが多く、安
 定した就労時間を確保できない。→生活困窮

■生活保護を受給する場合に、車の所持を認められないと考え
 ており、困窮していても生活保護の申請は行わず、支援制度な
 どを活用しながら、何とか生活している。

■Yさん自身で支援制度を調べ、様々な窓口に相談をしている
 が、支援機関間での情報の共有はされていない。

７



■生活福祉資金貸付の相談のため、Ｙさんが社協に来所される。
生い立ちから現在の状況に至るまでの詳細な状況を話され、CSWが傾聴し想いを受け止めた。
→その後も伴走して、本人の想いを受け止める。

■CSWが話を聞く中で、様々な窓口に相談していることを把握する。
■各支援機関と情報共有し、多機関協働での支援を行うため、支援会議（つながる会議）を行うこ
ととする。

■Yさんが１人で抱え込まないよう、地域内での仲間づくりを検討する。

支援のきっかけ CSW

■CSWがYさんに伴走し、想いを代弁していくことで、本当のニーズを引き出し、適切な支援につ
なぐことができた。

■支援機関が「つながる会議」での情報共有を通して、本人の考えを徐々に整理し解決していく優
先度や現時点での妥協案を導き出した。
→生活保護の受給につながり、家計面での安定を図ることができた。

■子育ての悩みを共有できるよう、子育て支援グループ（発達が気になる子の相談対応）へつなぐ。
→本人の心のよりどころとなる居場所をつくることができた。

成 果
支援
機関

CSW××地域

８

３．まとめ

９

・仙台市の重層的支援体制整備事業は令和５年度から開始

・基本的には、従来から実施している事業を位置づけ

・新たな取り組みとしては「つながる会議」：市社協ＣＳＷと各区・総合支所保健福祉センターの関係課職員、
必要に応じて関係機関、地域の支援者等が参加する会議を開催。

・ポイントは「公的支援と地域資源とが連動したケース支援」

・令和５年度は「つながる会議」を各区で２例ほどモデル的に実施。
今年度の実施状況を踏まえ、さらに来年度以降の展開のあり方を検討

■制度の狭間や複合的な課題を抱えた対象者に支援を届けていこう、様々な支援主体や機能がつながり合い、
制度などの垣根を越えてケースに対応していく体制やしくみをつくっていこう、というのが、重層的支援体制整
備事業の趣旨。
■「孤立させない つながる支援」を、皆様と一緒に実現していきたいといます。
地域の支援者の皆様も、ぜひご協力をお願いします。



 



基調講演 
「人と人がつながる、これからの地域づくりに向けて」 

講 師 

東北福祉大学 総合福祉学部 教授 都築 光一 氏 

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            



 



人と人がつながる、
これからの地域づくりに向けて

2023年11月16日
東北福祉大学総合福祉学部

教授 都築光一

•



はじめに（2）

•縮小する地域社会

図1 世帯の類型別推移
• 資料：令和２年国勢調査人口等基本集計結果の概要資料

• 総務省統計局 ｐ35

はじめに
•社会が激変する中で、脆弱化する地域社会の地域生活課題に対
応するため、新たな仕組みが必要とされるようになり、地域福

祉の一部が政策化され、包括的支援体制として登場し、この中

の「重層的支援体制」が実施されはじめてきている。

• 1，包括的支援体制と重層的支援体制
• 2，相談支援
• 3，参加支援
• 4，地域支援
• 5，その他
• 6，これからの相談支援活動



• 8050問題やヤングケアラー、ダブルケアなど、現在の複

数の制度を活用しても、「支援」にたどり着けない課題

を抱えた相談が多く見られるようになっている。

•「どんな支援が必要か」の前に「まず悩んでいる実情を
聴く」ことができる相談担当者が求められている。

•時と場合によっては、「緊急対応」もできる相談も可能
な、「柔軟な相談窓口」が求められてきている。

•包括的支援体制とは・・・

•重層的支援体制＋その他地域生活課題の解決を支援す

る体制(福祉以外の領域)(社会福祉法第６条第2項）

•市町村地域福祉計画は、「包括的支援体制」に関する
事項を計画の中に位置づけなければならない。
（社会福祉法第107条第1項第5号）





•

•

•

•

研究結果①ｰ2
外出と心身機能（１回目→２回目）
Ｎ＝2084 p<0.01



研究結果①ｰ5
交流と心身機能（１回目→２回目）
Ｎ＝2058 p<0.01

•

• 必要な措置を講じた上で
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•

•

•



事例で見る相談支援－1

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•



必要な相談支援と地域との繋がりづくり
•

•

•

•

これから地域活動に求められるもの

• 社会福祉法第４条第2項

• 地域住民、社会福祉を目的とする事業を経営する者および社会福祉に関する活動
を行う者（以下「地域住民等」という。）は、相互に協力し、福祉サービスを必

要とする地域住民が地域社会を構成する一員として日常生活を営み、社会、経済、

文化その他あらゆる活動の機会を確保できるように、地域福祉の推進に努めなけ

ればならない。

• 活動推進の多様性と主体性が求められる

• 今後に向けて自分たちがいきいきと生きると同時に、子孫に引き継げる地域をつ
くるために



おわりに
•制度に地域特性は配慮しない

•⇒制度は、全国どこでも（都市部でも農村でも過疎地で
も・・）適用できるようにするために、地域特性に関しては

考慮しない。

•※制度は一定の社会資源があることを前提としている。

• 2）制度に定められた内容を厳格に適用すると、地域特性が失
われる

•⇒市町村毎に進めたい内容と、制度が求める事項の調整が重
要となる。

おわりに
支援が必要な状態となっても、住み続けることができ、お互いに励まし合いつながりのある地
域づくりがもとめられる

いつまでも住民の話題となる人と、確かに地域生活しているものの、人々から忘れられている
人

互いに支えあうためには、例外を作らない地域づくり

地域の

Q

O

C



パネルディスカッション 
「つながりを絶やさない支援のかたち」 

パネリスト 

 中田西部地区民生委員児童委員協議会  会長 伊藤 正之 氏 

 特定非営利活動法人 全国コミュニティライフサポートセンター（CLC） 

   地域ケア実践モデルプロジェクト参事 

兼 地域生活支援拠点担当チーム長 高橋 正佳 氏 

 仙台市地域包括支援センター連絡協議会 会長 伊丹 さち子 氏 

 社会福祉法人仙台市社会福祉協議会 

事務局次長 兼 地域福祉部長 岩渕 徳光 

コーディネーター 

東北福祉大学 総合福祉学部 教授 都築 光一 氏 

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            



 



仙台市地域包括支援センター連絡協議会 会長
平成28年に社会福祉法人仙台ビーナス会西中田地域包括支援
センターに入職。包括協会長になって４年。
看護師、介護支援専門員の資格を持っている。

人は、誰かに助けられ、また、誰かを助けている。
当たり前ではあるが、すごく大切なこと。つながるこ
とは、私、関わる全ての人が幸せに近づく大切な輪。

これからの自分 好きな食べ物

地域の一員として、高齢者や児童・生徒の
お役に立ちたいものです。

中田西部地区民生委員児童委員協議会 会長
平成26年12月に民生委員児童委員に就任。
仙台南警察署少年補導員（～令和5年3月）、西中田児童館
子育て支援クラブ、西中田小学校サポーター・読み聞かせ・
まもらいだー、仙台南警察署協議会委員も務めている。

好きなこと 好きな食べ物

気になったら相談・動いてみる。
相手の立場になって話を聞く。

特定非営利活動法人
全国コミュニティライフサポートセンター（ＣＬＣ）
地域ケア実践モデルプロジェクト参事
兼 地域生活支援拠点担当チーム長
気仙沼市生まれ。仙台市内の福祉系専門学校卒業後、障害者
支援施設、介護保険のデイサービスに勤務し、2012年現法
人に入職、現在に至る。
プライベートでは、町内の神社のお祭りや「おやじの会」の
活動にも関わっており、公私ともに地域の活動にも参加

好きなこと 好きな食べ物

繋がる事って人が生きていく営みの中では
必要なこと。繋がりが切れる時があっても、
新たなつながりができるチャンス。

社会福祉法人仙台市社会福祉協議会 事務局次長
兼 地域福祉部長
１９８７年に仙台市社協に⼊職。現役職は４年。社会福祉⼠、
介護⽀援専⾨員、キャリアコンサルタント

好きなこと 好きな食べ物

好きな食べ物
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          「地域共生社会の実現に向けた重層的支援体制整備事業について（全般）
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第 21回 地域福祉セミナー開催要綱 

 

１ 目 的 

社会保障制度は、身近に頼れる家族、安定した雇用、地域社会でのつながり等を前提としてきまし

たが、社会構造の変化の中で、近年、従来の制度では想定していなかった問題が増加しています。地

域福祉の現場においても、制度・サービスで解決できないもの、複数の専門機関での対応が必要なも

の、問題が複雑に絡み合っているものなど、対応に苦慮する相談が少なくない状況です。 

そのような背景の中、仙台市では、「つながる支援」として、令和５年度より重層的支援体制整備

事業が開始し、専門職同士の関係性をより強固にするとともに、これまで以上に地域住民の支え合

い活動と連携することで、支援を必要とする人も、支援をする人も、孤立しない仕組みづくりを目指

しています。 

本セミナーでは、仙台市が行う「つながる支援」の趣旨と、孤立する人をつくらないために今後求

められる地域づくりについて理解を深め、人と人とのつながりを絶やさない支援のあり方について

考える機会とします。 

 

２ 主 催   社会福祉法人仙台市社会福祉協議会 仙台市 

 

３ 共 催   仙台市地域包括支援センター連絡協議会 

 

４ 後援(予定) 仙台市連合町内会長会、仙台市民生委員児童委員協議会、日本赤十字社宮城県支

部仙台市地区本部、仙台市共同募金委員会、仙台市老人福祉施設協議会、仙台市知

的障害者関係団体連絡協議会、（社福）仙台市手をつなぐ育成会、（社福）仙台市障

害者福祉協会、（特活）仙台市精神保健福祉団体連絡協議会、（特活）せんだい・み

やぎＮＰＯセンター、（社福）宮城県社会福祉協議会、（一社）宮城県社会福祉士

会、仙台商工会議所、（公社)仙台青年会議所 

 

５ 日 時   令和 5年 11月 16日(木) 13：15～15：45 

 

６ テーマ   「重なり、つながる支援の実践に向けて」 

 

７ 会 場  【会場参加】仙台市福祉プラザ ２階ふれあいホール 

（仙台市青葉区五橋２丁目１２番２号） 

【オンライン参加】 各参加者の自宅や職場等（インターネット環境必須） 

 ※申込時に会場参加またはオンライン参加のどちらかを選択 

 

８ 参加対象  地区社協役員・福祉委員、民生委員児童委員、町内会関係者、地域包括支援セン 

ター職員、ＮＰＯ、企業、学校、その他関心のある方 

 

９ 参加費   無 料 

 

10 定 員   会場参加：250名(先着順) 

 

 

 



11 内 容(予定) 

時 間 内 容 

12：30 受付開始 

13：15 １ 開  会 

13：25 ２ 行政説明『つながる支援（仙台市の重層的支援体制整備事業）について』 

説明者：仙台市健康福祉局地域福祉部社会課 

13：35 ３ 基調講演『人と人がつながる、これからの地域づくり』 

  講 師：東北福祉大学 総合福祉学部 教授 都築 光一 氏 

14：25 休憩 

14：35 ４ パネルディスカッション『つながりを絶やさない支援のかたち』 

 パネリスト 

  中田西部地区民生委員児童委員協議会    会長 伊藤 正之 氏 

  特定非営利活動法人 全国コミュニティライフサポートセンター 

       地域ケア実践モデルプロジェクトグループ 参事 高橋 正佳 氏 

  仙台市地域包括支援センター連絡協議会   会長 伊丹 さち子 氏 

  社会福祉法人仙台市社会福祉協議会  事務局次長 岩渕 徳光 

 

 コーディネーター  

東北福祉大学 総合福祉学部 教授 都築 光一 氏 

  

 ※グラフィックレコーディングにより発言の記録・図式化を行います。 

 

15：45 5 閉  会 

 

12 申込方法 

令和 5 年 11 月 6 日（月）までに所定の申込書に記入の上、郵送・電話・FAX・Ｅメールのいずれか

にてお申込みください。定員の都合上、参加不可の場合のみお知らせします。 

 

 【申込後について】 

 (1)セミナー受講決定について 

  オンライン参加の場合、ZOOM ID及びパスワードをお送りします。 

 (2)資料について 

  会場参加される方には、当日会場にて資料をお渡しいたします。 

  オンラインにより参加される方は、資料データを下記の仙台市社会福祉協議会ホームページ 

  上に 11月 9日(木)までに公開しますので、ダウンロードして必要に応じて印刷をお願いしま 

  す。（※仙台市社会福祉協議会で検索）http://www.shakyo-sendai.or.jp 

   

  【オンライン参加の場合の動画視聴方法等について】 

 (1)オンライン参加の場合、動画を視聴するにあたり、インターネットに接続したパソコン等の端  

 末が必要となりますのでご準備ください。 

 (2)動画は、ZOOMでライブ配信します。 

 (3)動画視聴のための ZOOMID 及びパスワードは、申込締切後に別途メールでご案内しますので、

申込書に、必ずメールアドレス、連絡先をご記入ください。 



 

13 その他 

ご来場の際は公共の交通機関をご利用ください。自家用車の場合は近隣の有料駐車場をご利用

ください。 

 

14 問合せ・申込み先 

 社会福祉法人仙台市社会福祉協議会 地域福祉係 

 仙台市青葉区五橋 2-12-2 仙台市福祉プラザ 6Ｆ 

 電話：022-223-2026  FAX：022-262-1948 

 Eメール：tiiki@shakyo-sendai.or.jp 

 HP :http://www.shakyo-sendai.or.jp 

mailto:tiiki@shakyo-sendai.or.jp


  



 

令和 5 年 11 月 

発  行  社会福祉法人仙台市社会福祉協議会 
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